
新
年
度
ス
タ
ー
ト
と
な
る

４
月
１
日
、
新
居
浜
市
職
労
、

西
条
市
職
労
、
今
治
市
労
連

の
雨
の
中
「
早
朝
宣
伝
」
を

皮
切
り
に
新
年
度
の
活
動
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

新
居
浜
市
職
労
で
は
、
新

採
職
員
に
情
報
を
手
渡
し

「
労
働
組
合
が
あ
る
の
で
ぜ

ひ
加
入
し
て
く
だ
さ
い
」
と

声
を
か
け
な
が
ら
手
渡
し
ま

し
た
。
西
条
市
職
労
で
は
、

執
行
委
員

10人
以
上
が
参
加

し
、
出
入
口
３
カ
所
で
出
勤

す
る
全
職
員
に
市
職
労
情
報

を
配
布
。
今
治
市
労
連
は
、

組
合
情
報
と
県
本
部
青
年
部

作
成
パ
ン
フ
を
全
職
員
に
配

布
し
組
合
の
必
要
性
を
伝
え
、

加
入
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

４
月
２
日
、
西
予
市
職
労

は
職
場
で
新
採
職
員
１
人
ひ

と
り
に
青
年
部
長
が
中
心
と

な
っ
て
組
合
加
入
を
個
別
に

よ
び
か
け
、
さ
っ
そ
く
２
人

が
加
入
し
ま
し
た
。

４
月
３
日
、
伊
予
市
職
労

は
組
合
説
明
会
を
実
施
。
青

年
部
が
「
職
場
懇
談
会
を
通

じ
て
職
場
の
声
を
吸
い
上
げ

要
求
し
て
い
ま
す
。
地
域
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
活
動
で

地
域
と
つ
な
が
り
を
つ
く
っ

て
い
ま
す
」
と
活
動
を
紹
介
。

２
年
目
職
員
か
ら
「
組
合
加

入
し
て
良
か
っ
た
こ
と
」
も

伝
え
５
人
が
加
入
し
ま
し
た
。

新
居
浜
市
職
労
は
少
人
数

で
の
組
合
説
明
会
を
４
月
６

日
か
ら
２
週
間
か
け
て
実
施
。

４
月
６
日
の
宇
和
島
病
院

労
組
執
行
委
員
会
で
は
、
感

染
拡
大
防
止
に
留
意
し
な
が

ら
、
個
別
に
少
人
数
で
の
組

合
説
明
会
に
と
り
く
む
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

３
月

24日
、
愛
媛
県
公
務

員
共
闘
会
議
と
愛
媛
労
連
は

連
名
で
愛
媛
県
と
県
教
育
委

員
会
へ
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

県
公
務
員
共
闘
会
議
か
ら
は

加
藤
議
長
ほ
か
４
人
が
参
加
、

県
は
総
務
部
管
理
局
長
ら
５

人
が
対
応
し
ま
し
た
。

〔
給
与
〕
国
人
勧
を
ふ
ま
え

た
県
人
事
委
員
会
勧
告
を
基

本
と
し
て
い
る
。
〔
他
律
的

業
務
〕
議
会
・
予
算
・
折
衝
・

選
挙
・
防
災
・
イ
ベ
ン
ト
な

ど
、
全
職
場
の
う
ち

35％
を

他
律
的
業
務
と
設
定
し
た
。

〔
人
材
確
保
〕
民
間
や
他
の

公
務
職
場
と
の
併
願
が
多
く

厳
し
い
状
況
だ
が
、
応
募
者

数
は
こ
こ
数
年
変
わ
っ
て
い

な
い
。
就
職
説
明
会
、
内
定

後
に
知
事
に
よ
る
採
用
者
へ

の
激
励
な
ど
を
行
い
、
辞
退

率
は
１
割
を
切
っ
て
い
る
。

〔
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
〕
パ
ワ
ハ

ラ
は
管
理
職
に
向
け
た
研
修

を
実
施
し
、
さ
ら
に
管
理
職

が
部
下
に
研
修
を
行
う
。
Ｒ

２
年
６
月
か
ら
パ
ワ
ハ
ラ
防

止
体
制
を
取
る
。
セ
ク
ハ
ラ

は
防
止
要
綱
周
知
、
セ
ル
フ

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
全
庁
職

員
・
県
議
に
も
配
布
な
ど
、

防
止
対
策
を
取
っ
て
い
る
。

マ
タ
ハ
ラ
の
相
談
体
制
も
整

え
て
い
る
。
加
害
者
に
は
厳

正
に
対
応
。
部
下
か
ら
の
管

理
職
評
価
の
し
く
み
も
あ
り
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
情
報
が
あ

れ
ば
確
認
し
て
い
る
。
〔
定

年
年
齢
引
上
げ
・
再
任
用
〕

定
年
に
つ
い
て
は
国
や
他
県

の
状
況
を
注
視
す
る
。
再
任

用
の
給
与
改
定
が
昨
年
勧
告

で
な
か
っ
た
の
は
疑
問
に
思

う
が
、
処
遇
が
「
低
す
ぎ
る
」

な
ど
の
意
見
は
人
事
課
に
は

入
っ
て
い
な
い
。
〔
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
〕
組
合
と

も
交
渉
し
、
検
討
し
た
上
で

制
度
設
計
し
た
。
不
利
益
が

生
じ
な
い
適
切
な
労
働
条
件

は
確
保
し
た
と
考
え
て
い
る
。

〔
新
型
肺
炎
対
応
〕
県
人
事

委
員
会
が
国
同
様
の
対
応
を

通
知
。
子
の
保
育
の
た
め
の

特
別
休
暇
取
得
者
は
い
る
が

子
ど
も
を
預
か
っ
て
も
ら
え

な
い
日
だ
け
な
ど
取
得
の
実

績
は
限
定
的
だ
。

自
治
労
連
本
部
は
３
月

26

日
、
総
務
省
に
対
し
て
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
に
係
る
緊
急
要
請
書
を
提

出
し
ま
し
た
。
【
休
暇
取
り

扱
い
】
自
治
労
連
「
あ
る
自

治
体
で
は
職
員
自
身
が
感
染

し
た
場
合
、
正
規
職
員
は
病

気
休
暇
で
、
非
常
勤
職
員
は

年
休
を
使
う
よ
う
通
知
さ
れ

て
い
る
と
聞
く
。
ま
た
非
常

勤
職
員
の
休
暇
が
無
給
と
い

う
こ
と
で
は
生
活
を
維
持
で

き
な
い
。
有
給
で
取
り
扱
う

よ
う
求
め
る
。
改
め
て
運
用

に
つ
い
て
通
知
を
出
し
て
ほ

し
い
」
。
総
務
省
「
出
勤
困

難
休
暇
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
２
回
通
知

を
出
し
て
い
る
の
で
国
公
準

拠
で
対
応
し
て
ほ
し
い
（
３

／

27総
務
省
通
知
に
要
請
反

映
）
」
さ
ら
に
総
務
省
は

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関

連
経
費
に
つ
い
て
は
、
特
別

交
付
税
措
置
が
検
討
さ
れ
る

と
聞
い
て
い
る
。
こ
れ
に
間

に
合
わ
な
け
れ
ば
次
年
度
予

算
に
措
置
が
入
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
」
と
回
答
。
自

治
労
連
は
今
後
も
必
要
な
支

援
を
行
う
よ
う
関
係
省
庁
へ

要
請
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

（１） 第５１９号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２０年 ４月１５日

第 ５１９ 号

日 程

【４月】

12 県本部拡大執行委員会・

単組代表者会議（県本部）

18 青プロ第３回全国実行委

員会（本部）

23 東予総支部代表者会議

25 青プロ四国第５回実行委

員会（高知）

【５月】

１ 第91回メーデー

３ 愛媛憲法集会（中止）

９ 県本部拡大執行委員会・

単組代表者会議

15 自治労連中央委員会

（愛知～16）

16 こんな地域職場つくりた

い運動交流集会（愛知～17）

19 四国ブロック幹事会

23 自治労連中央労働学校

（本部～25）

県本部医療評議会幹事会

青プロ四国第６回実行委

員会（四国中央）

24 平和行進香川から引継ぎ

30 県本部野球大会（西条）

31 四国将棋大会（香川）

組合の良い点は『交流』と

『数の力』。職場を超えて

幅広く職員と交流できるし、

職場改善も１人では困難でも

組合でなら交渉できます。

青年部や女性部があって、

めっちゃ楽しい活動して

ます。交流会もあって、

楽しいよ！

組合は、賃金や休暇の改善、

人員増にとりくんでいます。

その実現のため多くの仲間、

あなたのチカラが必要です！

組合に入って『人とのつながり』

ができた。仕事の悩みや相談も

つながりがあると、課を越えて

気軽にできる！

組合員しか

入れない

『自治労連共済』が

あります。

充実した保障内容で

掛金は安く、

おすすめです！

◎各市町で「組合加入の呼びかけ」を

行っています。あなたも自治労連へ！

３つの密（密閉空間・密集場所・密接場面）を避け

感染予防対策を講じつつ、資料配布や小規模の

組合説明会を行っています。



伊
予
市
職
労
は
２
月

25日
、

「

19年
度
保
育
部
実
技
研
修

会
」
を
行
い
、
非
組
合
員
も

含
め
の
べ

33人
が
参
加
。
西

岡
建
材
（
株
）
ｍ
ｏ
ｎ
ｏ
ｎ

ｉ
ｍ
ｏ
の
西
岡
統
子
さ
ん
を

招
き
『
タ
イ
ル
コ
ー
ス
タ
ー

作
り
』
に
と
り
く
み
ま
し
た
。

今
回
は
特
別
に
、
丸
や
四
角
、

六
角
形
や
葉
っ
ぱ
な
ど
の
種

類
の
か
わ
い
ら
し
い
タ
イ
ル

を
た
く
さ
ん
用

意
し
て
も
ら
い
、

豊
富
な
タ
イ
ル

を
前
に
、
参
加

者
は
ど
れ
を
選
ぶ
か
か
な
り

迷
っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

西
岡
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、

真
剣
な
表
情
で
木
枠
の
中
に

タ
イ
ル
を
張
り
付
け
、
目
地

を
塗
る
な
ど
の
作
業
を
し
、

作
品
が
完
成
す
る
と
「
素
敵

～
☆
」
「
か
わ
い
い
～
」

「
な
か
な
か
イ
イ
の
が
で
き

た
と
思
う
！
」
と
、
み
ん
な

笑
顔
で
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

新
居
浜
市
職
労
は
婦
人
部

恒
例
の
「
い
ち
ご
狩
り
」
を

「
家
族
・
友
達
と
の
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
の
時
間
を
大
切
に
、

お
い
し
い
イ
チ
ゴ
を
食
べ
て
、

心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
よ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
今

年
も
実
施
中
。
毎
年
好
評
の

こ
の
企
画
、
今
年
は
団
体
予

約
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

各
自
が
申
し
込
み
、
参
加
費

を
補
助
す
る
方
法
で
、
組
合

員
の
家
族
同
士
や
職
場
の
友

達
等
の
グ
ル
ー
プ
で
い
ち
ご

狩
り
を
楽
し
み
、
３
／

12ま

で
に
１
９
２
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
」
対
応
等
で
忙
し
い
な

か
、
ま
た
感
染
防
止
対
策
も

含
め
、
い
ろ
い
ろ
な
気
遣
い

も
し
な
が
ら
の
参
加
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
組
合
員
さ
ん

に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

コ
コ
ロ
ユ
ニ
オ
ン
（
内
子

町
社
協
労
組
）
は
３
月

12日
、

単
組
要
求
書
に
も
と
づ
く
事

務
折
衝
を
単
組
役
員
７
人
の

参
加
で
実
施
。
賃
金
改
善
で

は
事
務
局
長
か
ら
「
昇
給
は

町
に
準
じ
て
原
則
４
号
昇
給
。

格
付
け
も
将
来
的
に
主
任
、

保
育
士
と
も
引
上
げ
を
検
討

し
た
い
思
い
は
あ
る
」
と
回

答
。
人
員
増
に
つ
い
て
組
合

か
ら
「
看
護
師
が
配
置
さ
れ

て
い
る
園
で
は
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
等
で
非
常
に
助
か
っ
て

い
る
。
可
能
で
あ
れ
ば
各
園

に
配
置
を
」
と
の
要
望
に

「
看
護
師
を
保
育
士
配
置
基

準
上
の
職
員
と
み
な
す
条
件

も
あ
る
が
、
現
状
で
は
満
た

さ
れ
て
お
ら
ず
、
費
用
面
も

含
め
検
討
し
た
い
」
と
回
答
。

調
理
職
場
か
ら
は
「
調
理
師

免
許
の
取
得
に
つ
い
て
費
用

の
助
成
を
」
「
ア
レ
ル
ギ
ー

食
な
ど
覚
え
る
べ
き
項
目
が

多
々
あ
る
の
で
４
月
採
用
の

１
カ
月
前
倒
し
を
」
な
ど
の

要
望
を
伝
え
ま
し
た
。

３
月

14

日
、
県
本
部
で

「
組
合
加
入
実
践
講
座
」
を

開
催
し
７
単
組

12人
が
参
加
。

石
井
組
織
拡
大
強
化
推
進
委

員
が
「
あ
の
一
言
で
ハ
ー
ト

を
つ
か
め
『
こ
れ
な
ら
で
き

る
！
新
入
職
員
１
０
０
％
加

入
』
」
で
講
義
。
は
じ
め
に
、

石
井
講
師
を
新
採
職
員
に
見

立
て
、
参
加
者
に
組
合
加
入

の
実
践
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

か
ら
ス
タ
ー
ト
。
続
い
て
各

単
組
の
組
合
説
明
会
の
実
施

に
む
け
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

と
対
話
テ
ク
ニ
ッ
ク
、
事
前

準
備
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
。

最
後
に
「
『
あ
な
た
の
チ
カ

ラ
が
必
要
で
す
』
と
伝
え
よ

う
。
や
ら
な
い
・
で
き
な
い

は
避
け
、
ど
ん
ど
ん
呼
び
か

け
、
や
れ
る
こ
と
を
や
り
き
っ

て
、
組
合
加
入
に
つ
な
が
る

き
っ
か
け
を
つ
く
ろ
う
」
と

話
し
ま
し
た
。

市
立
宇
和
島
病
院
労
組
は

４
月
６
日
、
執
行
委
員
会
を

開
催
し
７
人
が
参
加
。
要
求

課
題
で
は
「
初
任
給
格
付
が

規
則
で
は
看
護
師
に
『
短
大

卒
』
『
専
門
学
校
卒
』
の
記

載
は
あ
る
が
『
大
卒
』
は
な

い
。
運
用
を
確
認
し
記
載
を

求
め
る
要
求
を
」
と
報
告
。

新
採
職
員
へ
の
組
合
説
明
に

つ
い
て
大
下
委
員
長
か
ら

「
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
例

年
の
よ
う
な
説
明
会
は
困
難
。

代
替
方
法
を
検
討
し
た
い
」

と
提
案
。
執
行
委
員
か
ら

「
個
別
対
応
と
な
ら
ざ
る
を

え
な
い
」
「
執
行
委
員
の
い

る
職
場
は
そ
れ
ぞ
れ
が
対
応
、

対
応
で
き
な
い
職
場
の
新
採

職
員
は
少
人
数
で
加
入
呼
び

か
け
を
行
っ
て
は
」
「
採
用

祝
い
の
記
念
品
を
準
備
し
て

は
」
な
ど
様
々
な
ア
イ
デ
ア

が
出
さ
れ
、
呼
び
か
け
期
間

を
５
月
中
旬
に
設
定
し
準
備

す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

３
月
８
日
「
愛
媛
労
連
青

年
部
青
年
春
闘
交
流
集
会
」

に
８
人
が
参
加
。
全
労
連
の

青
年
部
担
当
井
之
上
亮
さ
ん

が
「
青
年
を
集
め
て
組
織
拡

大
し
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
。
「
組
織
強
化
な
く
組
織

拡
大
は
困
難
、
組
織
な
く
し

て
運
動
は
不
可
能
、
組
織
拡

大
は
組
織
の
問
題
を
す
べ
て

解
決
す
る
」
と
冒
頭
話
さ
れ
、

組
合
員
と
日
常
的
に
会
い
対

話
す
る
重
要
性
、
労
働
組
合

３
Ｋ
（
暗
い
・
か
た
い
・
ク

ド
い
）
か
ら
３
Ｔ
（
楽
し
い
・

た
め
に
な
る
・
助
け
合
い
）

の
組
合
に
、
仲
間
増
や
し
に

は
教
宣
が
重
要
、
声
掛
け
す

る
人
を
増
や
す
な
ど
多
く
の

話
が
出
ま
し
た
。
初
参
加
の

青
年
か
ら
「
こ
う
言
う
話
は

な
か
な
か
教
え
て
も
ら
え
な

い
。
感
銘
を
受
け
た
」
と
感

想
が
出
さ
れ
大
変
好
評
で
し

た
。
最
後
に
愛
媛
労
連
青
年

部
の
情
勢
と
行
動
提
起
を
決

定
し
春
闘
の
と
り
く
み
を
確

認
し
ま
し
た
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
で
学
校
は
臨

時
休
業
。
今
ま
で
に
経
験
の

な
い
事
態
に
驚
い
て
い
ま
す
。

マ
ス
ク
が
手
に
入
ら
な
い
状

況
に
と
て
も
困
惑
し
て
い
ま

す
。
早
く
こ
の
ウ
イ
ル
ス
が

消
滅
し
ま
す
よ
う
に
。

（
西
条
・
難
波
江
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
中
止
に
。
こ

れ
に
よ
る
経
済
へ
の
打
撃
は

計
り
知
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

今
こ
そ
労
働
者
が
一
致
団
結

し
、
立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
感
じ
ま
す
。

（
宇
和
島
・
青
木
）

■
我
が
家
に
は
男
児
が
３
人

（
小
３
・
年
中
・
年
少
）
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
外

出
も
な
か
な
か
で
き
ず
、
や

き
も
き
し
ま
す
が
、
工
作
や

お
菓
子
作
り
と
家
で
の
生
活

を
楽
し
む
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
お
手
伝
い
も
上
手
に
な

り
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

（
伊
予
・
篠
原
）

■
今
年
は
始
ま
っ
て
以
来
、

公
民
館
の
文
化
祭
が
中
止
に
。

楽
し
み
に
し
て
い
た
方
々
も

お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
早

く
コ
ロ
ナ
が
終
息
を
す
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
今
治
一
般
・
越
智
）

■
コ
ロ
ナ
騒
動
で
仕
事
に
も

変
化
が
あ
り
、
児
童
の
見
守

り
を
お
手
伝
い
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
達
の
あ

り
あ
ま
る
パ
ワ
ー
に
負
け
そ

う
で
す
。

（
西
条
・
矢
野
）

■
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
散
防

止
の
た
め
、
子
ど
も
と
家
に

こ
も
り
が
ち
で
し
た
が
、
み

ん
な
で
パ
ズ
ル
を
解
い
て
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
思
い
が

け
ず
楽
し
い
時
間
で
し
た
。

（
松
山
・
貝
崎
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５１９号

２０２０年 ４月１５日

■
５
１
７
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
マ
ン
ヨ
ウ
シ
ュ
ウ
」

（
万
葉
集
）
で
し
た
。
正
解

は

11通
で
し
た
。
正
解
者
の

な
か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書

カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

岡
本
文
英
（
伊
予
）

矢
野
佳
代
（
西
条
）

貝
崎
美
都
志
（
松
山
）

篠
原
紀
代
（
伊
予
）

三
好
美
智
子
（
西
予
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
５
月

27日
【
発

表
】
５
２
１
号
（
６
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①「精神的・心理的な原因による」こと。

○○○○○○難聴

④議論や討論の題目

⑦テレビを見るにはこれがないと困る

⑧子どものために作られた歌、わらべ唄

⑨言わなくてもいいのに。言うに○○○○

【タテのカギ】

①乱れた様子。○○○○○○な答弁

②漫画家。代表作に「ベルサイユのばら」

など

③（オリンピック）○○火リレー

⑤姉⇔○○○○

⑥消化管などの内壁の常に粘液で湿っている

組織

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
７
文
字
で
、

４
月
か
ら
変
わ
る
あ
る
１
年
く
ぎ
り
名
に

し
て
下
さ
い
。

お
た
よ

り

あ
り

が
と
う


